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。住宅IMI..公団の側主・1のうち'"のところ， .. 凶嗣紀寺舗努富JI 笹木中霊A、
鳥見c.o西大 智駅前期 第ニ)、

ゆn~第二掴幡、発問岡地'-T目・二T[J 三丁日〉
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〈例〉

左京玉丁目2暑の
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タンス 11.と冷蔵・2個

収集お顧いします

C白 の近〈です
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合わ唯tMl>t:otします.
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西部公民館文化祭

附n日 :1H- 2~目倒的 3 日間自主川一 地耐と捕で定化祭

，開催 Lt-t， 帽 時 の師 ゃ酬を」らしたパザー伝時い催

Lが盛りだく各んです

〈配倉田湖盆〉 とを '"目午前'"略字~正午

.テーマ…「美しき ものとのめぐ句会い1 ・

醐 元地紛争闘帽の酬肘 ;さん 砂定

貝刷人 ・申し帥…'"月2凶までに電話

?同館~

〈リザイクルバザー〉

午後2時ι

〈騎軍パザ〉 とを 2111-29臼午前日時~午後3時@

んさ" カレーう どん もらしずL 喫来.

〈曙修歯周示盆〉 とき-，，2ヲ日-，向日午前9時一午後6時国回"

午後3時:まで。)・肉嘗写実手隻'遭拓本 アートフラワー

車通和集会ど。

〈掌冒宛裏金〉 とを '"百午前'"時から 砂内8"'}:・e トリム

外線 コ ラス舞踊 'l"ド')":/ギター合奏会".
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レーポール 1I Il 2日件同時聞はいず叫午前崎~暗 3時
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を代愛する私ピ?ースト

121"l17白ω
午後2時

入‘剥 3，0∞円
(会席鑓定〉

・とζろ 史.文化センター (三

条大路了目)

・凶冒…ペートーペ μ ピアノソ
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aリ ピアノソナタ第".
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ち.，夕、百億 危毎出張所県文化情.'";，-タ

咽冊..10116即時文化センター (時 ." ， I 

-~1.'Fl.Jl&ø"'llIUfhl ，i!".!'.i:1. 
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車問醐 坤 12 2 a) 

，-圏一酬ハ児科暗回付

除目圃休日 健日午後零時." ' 略奪夜

間・・目勾後'時宇一望馴5時事、

・体団 側圃問中酬一丁開

醐計ト内 崎 "・ ・)暗 躍

何 一休園削晴9酔".即時弘

|人権草の根講演会 I

益輔のU 悼 の実現に向け て 各地区で「人・" '
テーマとした人・eの観鎗検会を開催します.，わしく
ほ四位金問、
【定 .， 各国1胤 ...斜】制
"し帥11--1'. iIl世 相.へ

Fa沼九平
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ーナーl健康のコ
一一一

r、

風しんの予防築僅を・別方式で行ドま

す.癒種斜盆U，I，-Mです.

〈町内山 111-111 '" 9 
月'"全審れの子(温銅..湿り.す)

酬..判"ト 刊岬刊副生

きれの子(以前に通知..送付濁" たど

し今t"，:.しんの予闘機種を受"t:子
且しんに仲。だ子IJl提げられJ~I. .) 

〈筆闇〉歯7創刊."同咽 a
"祖師岡町時四時"

噌 酔 "".に齢制叫に凶幽.

.選句奮すので通知・.縛勺て思録医療

健闘1:1ヲき 望号種目を予動し予惨馬会もら

。て〈だ~". 

予約Bには温知・と予..母子健康

時 金持っ て 子H の闘糟のよ〈わ

かる人が同行してくだSぃ.
醐・帥いと受けられまぜんので司F

.，判周'"畑岨λ肘 どで温同

噛叫い人U 判官輔自由Lて

〈だきい.

一一

mg四番町叩咽

..回 附 脹 こ 臨 じ < T_

むし・や歯槽..入札.，ピS也ロに闘

す~<.-Æ!ごとのある人oJ:kIU 伺録して〈

I!~きい.

" .ー附'"附."測~正午 惨と
ころ 悶醐セント 明 暗

叫の人と制措 同し帥…闘で

凋金ンターへ. 

. 闘が岬

..  ん開亡事11""柑 Lてい付 .

4陣懇.がんががんによる死亡の L位を

占めるもの企予曹きれます.

年に一度".がん検.，，，.'，..事期鍾見
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閣僚会..0公式首庫会穫が
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〈問い合わゼ〉県委熊本郷交通企画課(ft@1101)
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